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 特定非営利活動法人　国際協力NGO風の会



日頃より風の会の活動にご支援、ご協力いただきありがとう
ございます。第25代運営委員会事業局長の國木康洋です。

　新年になり、私たち第25代風の会の活動もはや4ヶ月が過
ぎました。この2ヶ月間を振り返ると、新型コロナウィルス
の感染拡大に伴い、活動においてもオンライン主体での活動
が続いております。そのような難しい状況下においても、
OB・OGの方々のご支援や、風の会の活動に関わっていただ
いている方々のご協力もあり、第25代風の会は着実に前進す
ることができています。改めて、この場を借りて、感謝申し
上げます。特に、ラオス事業部のフェアトレードプロジェク
トと学校建設プロジェクト、ファンドレイジング事業部の各
活動においては、この2ヶ月間、本当に多くの方々に支えら
れ、活動を進めることができたと実感しております。現状に
満足することなく、さらに良いものとなるよう全力で取り組
んでいきますので、引き続き、ご協力の程よろしくお願いい
たします。
　最後になりますが、私たち第25代風の会は、新型コロナウ
ィルスの感染拡大により、現会員の全員が支援先への渡航経
験がないという非常に難しい状況下にございます。それで
も、前を向いて一歩ずつ今できる支援を模索していこうと思
っております。今後とも、風の会へのご支援・ご協力の程よ
ろしくお願いいたします。

運営挨拶運営挨拶
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HANDICRAFT CONTEST
～ラオス事業部 フェアトレードプロジェクト～

ラオス事業部フェアトレードです！！

私たちはコロナ打撃を受けたラオスの布織物生産者さんを救う
べく、HANDICRAFT CONTESTを開催しました。

１．コロナ禍で買い手がいなくて困窮している生産者を救いたい。
２．自分の織った布織物が遠く離れた日本で「カタチ」になってい
る喜びを感じてもらいたい。
 ３．何か力になりたいと思っている人を後押ししたい。

(本田理沙) 
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この３つの目的達成のために、下図のようなコンテストの流れをとっています。
現在は⑧販売の段階です。



SDGsよこはまCITY
～ファンドレイジング事業部～

ファンドレイジング事業部です。

　私たちは 2月20日に、SDGsよこはまCITY冬イベントに
 参加いたしました。
　当イベントは、SDGsに関連した社会貢献団体によるセ
 ミナーや交流会を通して、SDGsについて身近に感じ、互
 いに考える機会となることを目的としたイベントです。

　風の会では、【ゆるぽか座談会】〜国際協力学生NPO×
 社会人〜を開催し、様々なバックグラウンドを持つ方々に
 お越しいただきました。
　非営利団体の広報活動や資金調達を考える上での情報交
 換を通して、当会にとっても多くの収穫があり、たいへん
 有意義な機会となりました。
　今後もイベント参加の際は当会のSNSにて発信して参り
 ますので、ぜひご参加ください。(三浦紘花)      
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〇異文化交流事業部

【交流プロジェクト】
　ラオスが抱える問題を調査して、コンテンツ内容の案出
 しをしました。またプロジェクト計画書を作成し、実施
 頻度など具体的な内容を決定しました。 (田中優)
【出張授業プロジェクト】
　3月10日の荻窪中学校での出張授業に向けてコンテンツ
 作りや資料作りを行いました。 (黒木陽菜)
【動画プロジェクト】
　「カンボジアの子どもたちの遊び」にフォーカスした動
 画の作成が決まり、それに向けたリサーチや詳細決めを
 行いました。(黒木陽菜)

【コメント】
　出張授業について話し合いを進めました。生徒たちのこ
 とを考えながら、どんなことをするか、時間配分はどう
 するかなどを真面目に、そして楽しく話し合えました。
 私はあまり参加できなかったので、来月はもっとミーテ
 ィングに出るようにしたいです！(亀谷はる花）       
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〇総合教育事業部

　総合教育事業部では、ラオスの学校にトイレと手洗い場
 を建設するための衛生プロジェクトをラオス事業部から
 引き継ぎ、活動を開始しました。衛生環境をより良くす
 ることを目的としています。
　現在は、どのようなトイレや手洗い場が現地に適してい
 るのかを資料を用いて調査しています。
　また、活動計画書を作成し、今後の流れについて共通認
 識を持つことができるようにしました。

(明田花奈・深谷泰世)

【コメント】
　まだ始まったばかりですが、今まで扱ったことがない分
 野のため、メンバー皆で試行錯誤しながら頑張っていま
 す！最近ではこのプロジェクトが2、3年後まで続くもの
 だと分かり、驚愕する一方で逆にやる気が湧きました。ど
 のようなトイレと手洗い場が完成するのか楽しみです。
　完成まで道のりは長いですが、頑張ります！

(内海日香理)
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〇ラオス事業部

　ラオス事業部では学校建設チームが引き続き、ラオスで
 の学校建設のための準備を進めています。
　また、絵本チームがこれまでの方針を変え、ラオスの小
 学校で読み聞かせを行う、という目標のもとで現地の学
 生と連絡を取り、現地の言語に関する現状調査を行いま
 した。フェアトレードチームはこれまで行ってきた
 CONTESTの活動が終盤を迎え、作品の順位決めや販売を
 行いました。販売については引き続き行っていきます。
　よろしくお願いします。　　　　　　　　　 (盛永瑛介)

【コメント】
　HANDICRAFT CONTESTの対面販売にはたくさんの方
 にお越しいただけて感謝の気持ちでいっぱいです。ご購
 入くださった方や見てくださった方の思いを無駄にしな
 いように、確実に支援に繋げなければならないという思
 いが、対面販売を通してより強くなりました。

(藤島碧)
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〇ファンドレイジング部

　ファンドレイジング事業部はラオス事業部のプロジェ
 クトに関わる学校建設の資金調達に関する活動を主に行
 ないました。
　現在も４～５月に行なうクラウドファンディングや企
 業様に協賛いただくための準備を進めています。ぜひご
 協力をよろしくお願いいたします。
　また、並行してポスター、グッズ、知識などの担当ご
 とに実施したいことを考えました。その一環として企業
 担当が参加したSDGsよこはまCITYにつきましては前頁
 の活動報告をご参照ください！
　支援会員制度をより便利にする改善も行ない、様々な
 ことが動き出しています。
 風の会から発信される情報にも是非ご注目ください！

(蛯谷仁美)
【コメント】
　学校建設用に特化したクラウドファンディングのため
 ではなく、今後もつながりを持つことを見据えながら企
 業を探しました。
　事業部の壁を越えてラオス事業部の学校建設チームと
 も協力しながら活動できました。　　　　　  (川原徳眞)
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作品販売について
～ラオス事業部 フェアトレードプロジェクト～

　現在オンライン販売と対面販売を実施しております。 
　

　私たちは布織物を買い取ることでラオスの生産者様の手助けが
 でき、国内のコンテスト参加者はラオスの布を楽しみながら支援
 にも興味をもっていただくことができ、商品化された作品を購入
 したお客様はラオスの支援ができると同時にラオスの布を使った
 手作りの作品を楽しむことができる。
　コロナ禍で人との繋がりが少ない中、たくさんの人が繋がれる
 ようなプロジェクトを実現することができました。そしてコンテ
 ストの参加者の皆様や対面販売にいらしてくださったお客様から
いただく沢山の暖かいお言葉に日々励まされています。
　改めまして、今回のプロジェクトは皆さまのお力添えのおかげ
 で実現することが出来ました。
　開催資金の調達にあたりクラウドファンディングにご協力
 いただいたOB・OG方の皆様に改めて感謝申し上げます。
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　～対面販売～
　　場所：北千住マルイ 2Fエスカレーター前
　　期間：3/1~3/13
［平日　14:00~20:00・休日　10:00~20:00］
会場では作品を直接ご覧になれます。上記の時間
帯は現役会員も常駐しており、プロジェクトの紹
介も行っておりますのでぜひお越しください！

～オンライン販売～
KAZEKAI STOREにて

2/27より販売を開始しています。

KAZEKAI STORE
はこちら！▶



支援会員制度について
～ファンドレイジング事業部～

　ファンドレイジング事業部は今後、Syncableを用いた支援
 会員制度を導入します。
　風の会を継続的もしくは単発のご寄付を通して応援していた
 だく制度であり、支援会員様の交流会等も企画しております。
 クレジットカードからもご寄付いただける制度に改善いたしま
 した。

　ぜひ以下のQRコードからご登録・ご寄付を賜りますようお
 願い申し上げます。尚、OBOGの皆様には別途ご案内メールを
 送付させていただきますのでそちらでもご確認くださいますと
 幸いです。 
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▲Syncavleへのご登録・ご寄付はこちらから
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